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４月２３日（火）、３年生を対象に「自転車教室」が行われました。市役所人権生活安全課交通係

の方や交通指導員の方たちを講師にお招きし、自転車を運転するルールや自転車の正しい乗り方に

ついて教えていただきました。自転車事故は、大けがにつながるだけでなく、相手を傷つけてしま

う心配もあります。ですので、ルールを守り、正しく乗ることが大切です。正しいヘルメットのか

ぶり方や左側から乗り降りすること、確認の仕方、ブレーキのかけ方、乗ってよいところ等につい

て、ていねいにお話しされました。また、今年は、久しぶりに実際に自転車を持ち込んでの自転車

教室を実施しました。点検の仕方や道路の安全な乗り方についてもしっかりと学習できました。 

 道路を歩くときや自転車に乗るときに、安全を確かめるのは「自分」です。交差点では、止まれ

のあるところは、必ず止まって、左右をよく確認するとともに、止まれがなくても見通しの悪いと

ころはスピードを落として、いざというときには止まれるようにしましょう。また、自分で考えて、

危険を見つけられるようになることも大切です。「自分の命は自分で守る」ことを忘れずに、交通事

故に遭わないよう、十分に気をつけてください。 

学校でも交通安全に気をつけるよう注意を促したり、指導したりしていきますが、ご家庭でもご

指導を願いします。大事なことは、繰り返し、いろいろな人が話をすることだと思います。協力し

て大事な命を守っていきたいと思います。 

令和６年５月７日 №５ 

４月２６日（金）、避難訓練が行われました。今回の訓練は、授業中に火事が起きた 

という想定でした。年度の最初ということで、新しい教室からの避難経路を覚えるこ 

とと、整列や点呼の仕方を確認することがねらいです。 

無駄な声は聞こえずに、速やかに避難が完了しました。避難開始から、全員の避難を確認する

まで約５分でした。自分の命を自分で守る方法の一つは「落ち着いて、危険な 

ことから遠ざかる」ことです。今日の訓練では、それがしっかりとできました。 

また、全員がまじめに全力で避難訓練に取り組めていたのが素晴らしいです。 

訓練にまじめに取り組むことが、「自分の命を守る」最初の一歩です。 

御津南部小学校 校長室だより 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月２４日（水）学校運営協議会が開催さ
れました。この協議会では、保護者や地域の
様々な立場の方が参加してくださり、学校運
営や教育活動に関することについて、承認し
たり、意見交換を行ったりします。 
第１回目ということで、議事の中では、教

育目標・経営方針、教育課程、学校生活、行
事計画、教育活動等について承認をしていた

だきました。 
その後の情報交換では、大雨などの災害時

の子ども下校や安全管理、教員の勤務の状況
や働き方改革、子どもの使う言葉の乱れ等に
ついてご意見をいただきました。また、学校
施設の老朽化による修繕や改修工事につい
ても話題になりました。 

＜学校運営協議会委員＞ (敬称略) 

会長  学識経験者   河原  淳 

 委員  地域代表      横田 光正 

     御津地区連区長 塩野谷 徹 

     すきっぷクラブ 横山    恵 

保育園       澤田  元 

地域代表      渡邊 宏修 

主任児童委員  山口 恵子 

     保護者代表   住山さつき 

     教 頭     宮下 二郎 

     教務主任    白栁 彰子 

     校務主任    渡邉 祥子 

顧問  校 長     山本 一之 

４月２５日（木）、１年生を迎える会が行われました。6年生が企画し、1年生を招待しました。

6年生の持つアーチをくぐり、１年生が入場し、その後、「新聞紙じゃんけん」と「じゃんけん列

車」をしました。ゲームを楽しんだ後は、６年生から１年生のペアの子にプレゼントがあり、1

年生の子たちはとても喜んでいました。また、覚えたての校歌を１年生と６年生が一緒に歌いま

した。 

司会の子たちが、上手に会を進行してくれました。また、1年生 

が 6年生へ、感謝の気持ちを伝えましたがとても素敵でした。1年 

生の子たちの喜ぶ顔を思い浮かべ、楽しい会を企画してくれた6年 

生のみなさん、ありがとうございました。これからも心温まる交流 

が続きます。楽しみですね。 

委員の方からは、学校の力になれるよう、協力したり、まわりに働きかけたり等、力強
い応援のことばをたくさんいただきました。あわせて、コロナも開け、学校との協働や連
携についての要望や助言もいただきました。 


